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ネズミの．飼育を御▲覧あそい

す人皇陛ド
　（‖召丁．II29イド11月4　日）

この1川パ気よく，陛ド｝㌃

は御機嫌麗L・（，終日ω1究

所nの御説明方：御聴ぎにな

り，諸施設を御視’察あそば

された．

性染色休の写1．’llを御覧あそ一

ばす1；汰∫’澱卜“

　（［lf］‡ll30　f「4jj　13　日）

1川＼∫一殿卜’（．「循『IP’γ：友2名ん

伴わせられて，甲春のうら

らかた1川を本研’フヒ所てす

ごSれた．
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沿 革

　　　昭和15年8月口本遺伝学会は，京城において開催された第13P’il大会において，満場一致をもつて国二～フ：遺伝学研

　　究所設立決議案を11∫1人した．翌16年4川1本学術振興会に設けられた，第4（ng伝）特別委員会は遺伝学研究の振興

　　　を。トると共に，日本遺伝学会と協力して国、㌧二研究所の実現のためあらゆる努力を捧げた．この特別委員会は昭和23年

　　6月解散する主で前後17川の委員会を開き，本所の没立の機運を醸成するLに大なる貢献をなしたことは周知の如

　　　くである．さらに昭和22年5〕」rl本遺伝学会の資産の1　1’？］Sをもつて財卜」1法人遺伝学酬：究所を設立し，側面的に「ll、1〆：

　　機関の設置を促進するように努めた・かくして内閣の交代，国会の解散，農地川題，G．　H．Q．との交渉の停頓など，

　　幾多の難関に出合つたが，うまず屈せず折衝を続けた結果，漸く政府及びG．H．Q．の諒解を得，昭和23年7川nli

　　内閣の第2国会において少額ながら初年度i’算の通過を見るに至つた．しかしこの年は立法上の都合で開設の運びに

　　至らず，翌昭和24∫1三5Jj吉田内閣の第5「kl会になつて初めて設置法案が可決され，同年5Jj　31［1文部省、没置法の

　　公布となり，それにもと・づき6月111をもつて待唄10年の国立遺伝学1り1究所はここに誕’1：を見るに至つたのである．

　　　そこで事務所をとりあえず文部省内に設け事務を開始したが，同年9月三島市1り〒在の富士産業株式会社所イj’地23，526

　　坪を買収し，翌川ld社所イ∫の建物1，347坪を借受け，12　Jj　1「1事務所を同所に移し，研究所の川容初めてやや備わ

（　　　るに至つた・こ0）建物はその後文部省において購i入し（1昭和26年3Jj，12刀），内部に大改造を施すと共に外部を補

　　修し，付属建築物の新設，圃場の整備を行つたが，中にも昭和27年度において完成した新館及び調節温室の完成に

　　　より，また昭和30年度においてアイソトープ実験室の新設されたことにより，ここにいささか而llを一新した．これ

　　ら研究川施設の拡充，宿舎の増設等については文部省当局，静岡県，三…島ll∫，　日本l！∫：売公社等の同情と援助とに負う

　　ところ多大なるものがあつたことを銘記しなければならない．

　　　本所の刷成も最初研究部門1よ第1，第2，第3の3部であったが，昭和28年度に生化学遺伝llll，1昭和29年度に応

　　川遺伝部，昭イ・n　30年度に変異遺伝部を増設Lて形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部，生化学遺伝部，応川遺伝部，

　　変異遺伝部の6部となつた．

使 ／x
口P

　　遺伝学研究所とは何をする所か，なぜこれを大学付属にしなかつたか，なぜ・三島のような不便な一1：地を選定したか

　ということは局外の人々からしばしば受けるlt’r”uである．

　　順序としてまず遺レ1学の爪要性から述べよう．生物のイ∫するすべての形質は，一一見しただけでは解らない生理的形

　質をも含めて，退伝子と細胞質と環境との相η：作川により決定される．最近の研究によオ1ば遺伝臼よ上は人類より下

　はバクテリアに至るまであらゆる生物体に含：llか，またバイラスにさえ知られ，ひとり遺伝の原基であるばかりでな

　く，実に生命の根原というも過、「ではない．かっては細胞が生物体組織のli∫位であるとされていたが，／〉　IIでは細胞

　の何万分の1かに過ぎない微細な遺伝子が第1次1’白li1位であることが認められるようになつた．このように1’ri：要な遺

、．伝子が細胞質との協同において，いかにして親から臼こ伝わり，rl然的父は人為的にいかなる突然変呉を起し，環境

　の影響が個体形質の表現にいかなる変化を㌦・えるか，遺伝子作川発現の経路はどうか等の川題を研究する）のが遺伝学

　である．従つて遺伝学は生物学のrい核ともいうべき叱，ので，分類，形態，組織，解剖，生理，発’ヒ，病理等と密接な

　関連をイ」’するばかりでなく，応川方面では農学，医学とも不【｜∫分の関係をイfし，さらに教育，心理，法律との間にも

　百大なつながりを持つ．本所はこのような｜li．要な科学であり，かつ比1校的近年発1整した学問である遺伝学を，従来で

　も［ll：　li的に高い水準を保つて米た［体の遺伝学の研究を更に’刑推進すると共に，特別研究・ヒ，側修生の制度を，i・ILけ

　て新進の研究者を指導育成することを使命としている．将来本所に既設の6部の外更に人類遺伝’｜1，進化遺伝池，数

　理遺伝部等が増設せられ，各部相万間のイ」機的活動によつて遺伝を中心とする渉）らゆるtrs要テーマについて総合研究

　を試みるに至つたならば，斯界に一・一・新紀ノCを画すべき偉大なる業績をあげることも，決して空ll1楼閣とはいえないで

　あろう．

　　本研究所は現在のところ川究員の数，施設，　1”算等いずれの面から見ても：tfだびようたる1機関に過ぎないが，そ

　の設、1”は外国の白川雑誌にも報道され，　宮名な学者から祝意を寄1±ら2（，　また来朝した外国の遺伝学者ぱもとよりの

　こと，　i！V：川外の学者0）わざわざ本所を訪IH］〉〕一・る者も年と共に多く，本所の国際的声1而はこれらノ），］1：’k’に，1．つて）1，惟定

　することがてきよう．更に国内1’14Jに見ると，本研究所はノ〉や日本遺伝↓学界のメッカとして，わが国の遺伝学者で本所

　を訪ねないものはないというも過、’i一ではあるまい．われわ才t側ラヒ員はこの爪大なる責務を果すため文字通り日夜粉］1！’
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　　　　　　　　；∬31’Xl　l前戸斤」ミノ1・f渠」日日1：1：

ノJ・～！眞」～［卜L〔1：↓i：［lf｛、｛：［124∫ド61］lll↑くli月『’・1’｛’ji斤〔ハ倉ll

、、牡ヒもに、，鋭意創れ）／l：1」　に一没川、’sオ・，刎ミ

’／yrる〕空Wしろ／「！㍉！1ごドL｝1／‘二．　～i！11i　70　　｝’』：二1・ヒ　Uニビ’／iI！．“

（ノ）‘ ｲ一，　｜川仁日3‘）fl二9U30　11舌’r－f「リり」⊥［lrtさ］1／ノ’二．

　　　　　　　　第4図新所に／く1巧（均博【1

抽［汰学．教授イく原均円llは・J・1洞判’・川：・ノ）あとを

・・ jいci・第』．’代・ノ）所長に／r．ザらオ［／、二．小劇・l！qlと

L．：令名ある川1・・1川：に対LJi斤日刊川仕・1一ると

ころが／〃い．

∬乍身し’こし・る汐（η∫〉⊂㌧［㍉る。

　　遺伝学けLに、；・じべた」うに川』勿学のうらて最・川；・〈　2iてデひ1三Lたいりてあ・1、から，大学では既／i：の学部教室び）川に

割り込んだ形・（こ／i／l究が行わオ1ている現状であ｝），全国数1’fを撫；’，る人t「1；r：・ノ）〈…’・，遺伝”Y：lilil1・：座〃J』するのは，わずかに

ll〔京大学（川”｝《二部），京都大”∫：（農「’｝∫二部），・人阪大学（医〃’〕f：部）の3大学に過＼ソ『1：い．　Lかもその所属学部｛、！：3大学と

も川なつている．　このUi：実は遺1ノこ学が寸；）る特〃1三の学部に所IL川トしy）る｝こぱll；）土りに内’存が｝ム沙Lトニ過ぎることをノミわし

ている‘］，（ノ）である．そのトに1大学の付1’IY’研究所となるときけ，い、ヤニ1．1い当該大学の出身者・の・、1、〔イ」’物化する傾ll・jを’il

じ，従＊1全く派閥るで、［．1訓8L，々に一協力LてIU｝’〕∫二に同．lll．；こL．・二来た＞li：わLい日・k遺伝学lh！の／、・1統をそこZOお／ζ］1がある．

メ1個1省1肺1訓究所とL．　一・，：の川在の在りノJか最・い1川・得た．・1、のといわなけ川Lならない．

　　　：、1，’，1ノに設、1・：〉．Fるにポつた1『il！川（Lこうてあイ1，．遺伝学川1’ピ所し．　Lてぱ建’吻の夕1・に川’ifi　11’ii積の1：lll」がり三！；川ln1場とL．『・（是

非と・L必要てーi！r，る．i’1・｛た実‖‘川1の／’i1’i物・り栽J’if”・1動物の∫〔・1」1”r〔りた1～・にC・・．1：空1，（・ノ）」、い，気候1［111日lll・ノ）地域⊂あり，　iliた東京

／＼llJ・［1｝りソ）『⊂．、ぐ・〈）1！i↑！lllll勺rCl｛㍉る二とカ・ワ1ド］．い．　W「；U1斤1、」とlt』’1］時　（ilf｛不［124　fl：）に．『：し・〔：こ，｝1！㍉〃）〆仁f，1，牛「i；こ，研’フ’ピ川1と

L．　…，：［rl：㌧に使）llし得≡．担じ物・1，…」』寸る場lill｝1：宥易1”．　LL’i！1　L’・なかつた・り℃、ii・，〃／，、，、「∵．1・’1ミ，1∴1川∫．にいぼ滴’i1Msz　V／b、建

物〃！］／）かり，11∫1｝岡IJ、1、、1（・r）：i・∵島ih・1‘／・ll究所招ぼ1’．触，・□：t！．川○：川…）て・，静1if・L伊香保，1・）11・通”1‘：・’喉補／似、、『il，つた

／｛ノ　 ＿　，　　　　 91｜1　［I　I）　　．　二　 θ　 ）　＿1 ｜11＿　；　 一　　～ノt ）i．こ　　［．　　　／ノ‘　二　 ～／tく　 プ、」’∫　 ．　↓：　 ↓　［；　）　 イ：戊　

剤L糸哉と‡幾朴『

土　地
｜　｜j i　　 I！｜　三　　　　　　　Ellt～］　 ｜i、〔tlj　 ijl　l、　　　　 －1　 梶@ l　T　∫　 谷　

l　 l　 1　 1

耐L｜1総卜1：2※

　　　　　イーこ　∫［｝11　 ノ乏　 「’ G
一　＊－1 ［．」：i’［1｛　lj｝文　 1　［i1、

　　　　　圃場敷」ib’

ll1縞：」［b，　（’山：u』［丁；　・l！「「，lj771　2｝

　　　　　　24，525　．iド

　　　　　　　3，162　．トじ

　　　　　　13，993　」・ド

　　　　　　　．’i　1’〆lhl6リ改川L．二：一（ハflU　　　　　　　　　7，370］十

　　ト『i‖い：い島r／iノ・中：1［・ill禺’li．陛1に位｛，叫〔南よりlll・1力

け1頃川／iレノ，一レ・－r川、に，；」三たり，・1川．け箱眠il腎川に移行

一．1・ @／：ノ　．　　1」1rr‖、；F．’1，；・T　　l：イノ、！（’．！1　ノな，　　lrl・il・i・∫：ノ・：戊］｛～！↓ノ）Il11；　’．、辱え～f｜｜r～iw∫　イ㌔一｜7！　し］⊥

｜　 ，　　1；一∫－1－＿　 ’＼ミ∫ノ），tJl｜ノドノノ．、一ノ‘f／l　l‘，1：（ノ）1｜i　－｝ご　イ，ノ1ト1．i｜r－ ｜一　 ’　　 　i〔（　t＿」、｜－J＿｝i；」：」三｜1｜
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に対’し，

である．

煉V光1リjttpk’，　ち（～㍑くノ」卜⇔登1み，　f谷μ甚を9．／N　v’．）犬二i｜節卜：1反ユ寛

建　物

総坪数
　オミβ（（延坪）

　　新館（延坪）

　温室

　訪ヨ食↑」肪！1．弓己

2，288⊥、ド

1，170

　181

　　46

　　27

養五ξ弓ミ及～び」毛Lh

食司『f弓ミ

作業宝

卵乎り日了i捌E舎・

82

32

57

［灸ンじr『　　　　　　　　　　　　　36」’・ド

アイソトー一プ実験室　65

才、ズ’ミ負」ij了∫’ノ｛こ　　　　　88

Jii月巴舎，　ム暖只「↑ミ　　　　50

白董力1卜lll（　　　　　　　　　　　16

変’1じ’≒こ9
Zl，fr，｝　　　　　　　　　　　　　　435

力隻頂1ζ一ト’（麺坪）　　　　　　　11

その他

　　建物のうち本館と宿舎の一部とは富1：産獅5代の建築

で，これに間仕切等の改修を加えたに過ぎないが，その

他はすべて例究所として新築したものである．1いにも1

部静岡県の寄1・j’による新館及びアイソトープ実験室は¢失

筋コンクリート造，研究所にふさわしい建物であり，こ

予　算

イド　｝隻　IG1」

日召禾目25‘ド⊥斐’

〃

〃

〃

〃

〃

26

27

28

29

30

官　制

〃

〃

〃

〃

〃

1経　　常　　費
i

　　14，759，000p」

　　17，914，000

　　20，296，000

　　26，223，000

　　26，352，000

　　26，108，000

’1’
P’ il：奮『糸善Jti，t　　万1’t’）iニイ川’プt’I／ie

　　　　　　　0円

　　　　　　　0

8，770，000

3，314，000

1，445，000

4，754，000

れらのヤ客成によつて本研究所はそのii’i．i　11を一・新したとい

つても過言ではない．

　　以上の如く本研究所の環1寛は静寂閑雅であつて，文献

その他の施設が完備し，ここだけで独立して研！究が遂行

て＼きるcl、う1こf．c　・．）たり彪シこ｝よ，　’メ≦シこIII分’び）tLfiし・別1想1りどて1カ，

る．ただ現在のところ雑誌のバックナソバーはい／／i三だ完

くごとはいえ．ないし，1没備も一F分〉ごり：ないから，東京，京

拘ζそa）イ也の大”子ぺ：ゴリ［ブピ］り∫（ノ）」『妥1リ」を”芝（ナオよけ～オし｝エヒ£v）9λ　a）

で，その点不便なのを遺憾とする．

　　　卜’表のx／llく」三算↓よ／y／／少ともイ1㌧々∫曽加1の1頃IE，jに渉」るヵミ，

本所は設立当時の特殊事情により，新設に伴う臨時費び）

川’［　tl，：しレこ発ノ追した1艮j6系ヒ，　イド・々糸亡7舌／itをLソ、て1臨時II’1勺・｝」ヒ

質の経費をも支弁してゆかなければならない．これが本

所の大きな悩みであつて，そのため各種共通の経費を’Jl

き去つた後，各研’グ臼くに配分される研究費｛よ，常識的に

ぱ考えられないほど’の少葡’エとなり，わずカ・に科学研プ日61～，

1こド∫㍉沢1、険ωトうピ望1亡，　委’ii’［iω「うピ，（Y↑～汁こよつて研：’ラ’tfをん’6C・ナー一（し・

る実情である．

2，368，079｝IJ

2，700，000

8，800，000

7，690，000

1，570，000

9，030，000

　丈部省設置法（抄）

　（II召禾1124／，li5Jj　31　日　　U3律舞∫146～」・）　（li・，1－～㌧：a）”）t：1；交パ、1’i）

第13条　文部大臣の所轄の下に国、㌧：学1・交及び左の機関

　　を置く．

口本ユネスコIE｜内委員会

国立教育研究所
｜f・，1　：、㌧二　丁’：1一　亘子　　1’専：　4勿　　角’｛

｜i・｛1　：、》：　〕Z〔　イkこ　　）き　 ㊨「｛r　日t1’｛

ホ充　1汁　萎’k　珊！　fiJ「　ワ’［1　戸斤

llx｛｜　：、ン：　」［｜t　イノニミ　t｝｝f：　石戊1：　でフモj　jリi

l1・，1　、㌧：　lE｜　ll吾　行戊1：　うヒ　Jりr

日　　　本　　　二「（　　t’「lt　　じ6

燃識講
彩蘂

講遜鑑§濠

万∫5卜κ1　温．室（’tfTllij）と）新角’｛（ll｜央）

／’：1・”1∠：M，1、！倹

釧“ @汐ピ　　ゼ1～

　　150，00011j

　　150，000

　　150，000

　600，000

　360，000

　200，000

　　　緯　度：

　（評議員会）

第14条
　ビ了：1’IY．牛勿ftl’｛，

∫千t’）t二f引・’グピ

助　成　費

　　　　　　一川

0

50，000

149，000

　　　　　0

tflJ，1　　汕IJ　　Jリ〒

ll｛禽入杜災杓戊

貝茜i　入　　ゼi亡

　　　　　　　0円

　216，000

　　　　　　　0

　　170，000

2，048，059

　　　　　　　0

農　林　省
（iJ　I二　‘tc　　Jlie

　　　　　　　Oll］

　　　　　　　0

　　　　　　　0

　　　　　　　0

　　　95，000

　　175，000

　　　　　　　　前条の機関のうち，国立教育研究所，国立科

　　　　　　　　　　統計数理研’ク’t’所及び国、’／：遺伝学研究所にそ

　　れぞオ｛評議員会をW’i〈．

　　2　評議n会は，それぞれの機関の・‘」溌計画，経費の

　　　見積，人事その他の運営管理に関するilTI：要：事項につ

　　　いて，それぞれの機関の長に助「〒する．

　　3　そ2iぞ2（σ）機関の長は，評議員会の推薦により，

　　　　文部大臣が任命・，］←る．

　　4　評」義員会は20人bj、内の評議員、で糸ll織する．

　　5　　1評㌦i義員↓よ，　Pγ㍉1哉柑～1、険（ノ）歩戊る者・（ノ⊃う’ちカ・ら＞G‘7匡大1ぱ

　　　が任命する．

　　6　評議員θ）推薦，任期その他評議員会の組織及び運

　　　；～曽（ノ）糸｜111川こ／）し・v⊂｛　．k　tiiS（　C＞　vC・　）」己y，る．

　（Il・卜1／▲遺伝学fJi究所）

乏〕’＞　21　条　　い・・1・1，t：」旦fヱこ’Y二｛r月”グelり〒川：，　」追［｛ノ1ひ二1臭1－9一る・’1∫：J『ill（1）絃ミ

　　介及びその応川の八礎的朗究惹㌘つかさとり，あわせて

　遺伝学の指導，連絡及び促進をはかる機関とする．

　　2　遺伝学側究所び）内部糸H織は，文部竹令で定lv）る．

　　文部省設置法施行細則（抄）
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機構図（実線ぱ現在を」fiし，破6｝｝ミぱ拡充i’定1｜hllllを小す）

細胞遺伝部
醐1長　竹中　要）
（刷部」へ　“i川俊秀）

第1研究室　（動物）吉川

第6図ゴ・レトシーバ・・　”U［’F

生理遺伝部
（部長　駒井　卓）
eL刊部長　岡　　彦　一）

第2研究室　（植物）竹；li

所

長

木

原

均

第3研究室（糸川血質）辻川（兼）

第1研究室　（動物）駒井

生化学遺イ云部

（部長　辻田光雄）

第2研究室　（植物）岡

第3研究室（数理）木村’
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　改il）

（内部川織）
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　’ウ、ili

rl1’1’ 煤g1J’
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　各1「

山、

応用遺伝部
（部長　酒井寛一）

変異遺伝部
（部長　　松村清二）
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ー．」人類遺伝部l
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弓　数　」…里　」置　イ云　部　i
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　　　　　　　　コ寸進化遺伝部l
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第1研究室　（動物）　川日ド

1’伯（・）η∫2り，　［lrユfド81i1日
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「1　c・i　）川掌‘1トテカ㍍・関｛，ノ1け）」l

I，へ日，μ〕コ，川龍等に閲

第2研究室　（植物）後藤＊

第1研究室（動物）近藤＊（未発令）

第2研究室（枢物）松村味発令）
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（部長　乙藤寛一）

庶　務　課　　杉　　生
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＊　ぷに心／lS
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　・k㍉←一応じ，協力τ，指導すること・

3　内列の1諸機関ヒi1巨絡協力寸〃こと・

4　川究成トUのi川i及ぴ川究会，訓習会等の川催その

　他川究の促准；こ関・1～るこヒ

＊各部のtJ］t川｝二属寸る分野の川究
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各研究室の概況

　　　　　形質遺伝部第1研究室（動物）

　　　　　　　　　（川中　義麿）

　胡：究の主なるものの概要は次o）如く＞C・ある．

　1）蚕の遺伝学的研究

　このうちでも特に力を入れているのは，不安尼遺伝J”・

（褐11」刀［，　多ノ直紋，　こぶ），　」旦右こ判1の1遅れJr　E（優ド1：Jli・［．！と劣

性型）などの遺伝とVンケ…ジ検定による染色体地図の

完成である・いず川、数イ1揃からの継続一（・rそのうちリ

ソケージ検定ぱ文部省の総合研究費によるも〃）である．

　2）柞蚕における日長効果

　年来の研究で栢々のことが明かになつた．現在研究の

対象としているのは，卵期「Uミと不時発蛾との関係，H

長漸減及び漸増の効果，短日または長II効果の現われる

ために必要た最少継続時間などである．

　3）尾長鶏の遺伝学的研究

　尾長鶏の遺伝r一分析を川的として，尾長鶏と岐1川戯1↓，

実川鶏等との川］に多数の雑師zヒ作り，F1及びF2にお（十

る長尾性や羽色の遺伝を観察している．FL）ぱ正だ幼雛

であるが，これが成鶏となつたときの表型による遺伝r一

組織の（i月：究が∬V∫待される．

　4）鶏の遺伝病の研究

　近親交配の結只↓当所において現われた劣性遺伝病Sha－

ker（神経性痙轡），　Micromelia（知肢1｜ll）たどについて

研〃化している・Shakerぱ／1「性1旦伝を一・1“’るが致死性は軽

い．Micromeliaぱ不伴性でホモは全部卵ffヒlll∫に致死す

る．

　　　　　形質遺伝部第2研究室（植物）
　　　　　　　　　（ノ｛く｝Li　rC　」fy）

　このrll／究拮け勧りめ松村llll二がllll訓・ノミ朗，阪イ1く寧男その

他の協力をえて，　コムギ及びその川糸4何の系統保fJ’：を

そj”うとともに，　（1）コムヨご（ノ）’X　1－：翼ミ〔rL付ミ｛H（（i物とそ〔ハ‡ll月」，

（2）カ　tジク㌧リー〔ノ）｛rJl：ノグヒ，　（3）川ユミ臼1川」：1’iよ1：バ発寸：’1：．1’［巳ソ）旦i

　搭　騰緩　・、l

　　　　　i
忽X　　　k

　　　　　　角㌻91S〈1　タノレ汁ミ：」ム弍ご1甫1」易

袋かけしてあるタルポ1’1ムギはカラ：1ル人・ヒソズクッ

シ＝探検により木原博1：・行の｝’和反したもの．

伝学的研究，（4）甜菜の三借性育種，（5）放射線突然変腰

の研究を行つていた．　ところが1955年9月に変Ilil遺仁こ

部（後述）が1曽設さ］し，松村はその部長として転川し，

この研究室ぱ10月より所長木原が兼務して運営するこ

とになつた・今後は（1）コムギとその近縁師を川いて核

置換の研究，　（2）京大カラコルム・ヒ〉ズク・ソシュ探検

によつて採種された，コムギとその近縁種の研究，とく

にパンコムギの起原が研’先される．

　1）コムギの零染色体植物とその利用（松村）／，1倍コ

ムギ雑師の．r孫に現われた零染色休媛P［（2011）はSEARS

がパンコムギよりえた同様の柚物との則liJが分析され，

これら楼性を利川してDゲノムの染色休にある遺伝r一

分析が行われている．また楼性より川現する1工態柏物の〆、、

増加する染色体のフ」析や巨態植物の利用がfiJI究されてい

る．

　2）カモジグサの研究（松村・阪木）コムギll［縁師と

してカモジグサ属ぱ興1味があり，日本のみならずネパー

ル・アメリカ，ヨー－vッパより各種が集められ，ゲノム

分析が行われている．　コムギのBゲノムの起原の研究

には多数の二倍師が役．、㌧：つている．

　3）　日長作用及び発生生理の遺伝学的研究（阪本）

アサガオの分布地を翼にする系統（ネパール，北京，il

本）を川い調節温室を利1川して，H長感受性を∂、肘rし，

ノLj：1μ」辿［レぐ’」”：〔1勺伺1：究右こそ∫ン．）たこ．

　4）核置換の研究（人原）　・・ムギ近縁〔lnの／’リホ・1ム

ギ（ノ1θ∬itopus　cazedαta）のフソズマにパンコムギび）ゲノ

ムを人れ，これにより［i’；1悠舶物におll≒る核置換法を’，ヒ成

し，稔性や形態に及lfsl’すヤリホ：1ムギのヲ’ラズマや染色

休部分の影響を研究中である．

　5）パンコムギの起原（木原・阪本）閑：如二」二つて多

数のタルポコムギその他のエジμゾノ、や栽培二粒系及び

パンコムギが採集さvi　［，系統保r∫：を豊力・にした．これ

第10図　養　蚕　作　業

6



●

7

　　　　　　　　　　　　第11図アサカ司’鉢のr・人

らの細胞混1学的研究．t・’新複一：借休ので減に．1．り・▽コ

ムギの起原・ノ）研究を進展・1〕：しめる．

　　　　　　　　　形質遺伝部第3研究室（人類）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（駒ル　D

　　ミ11研究所に一c・・1，．人類遺／川；1｝Lなく，従つ・てそ一の施、1乏川一

いが，そθ川理川、を思い，て、Xl’るだけの／川’究を行ソ、1…て

いる．駒片け所外ぴ）協／〕K一と！llに小lll〔（Microcephaly）

及ひIlj・色’〔i判莫を・主微とするVan　der　Hoeve　tl1’1候il’／（ノ）

遺伝に関す／1，研究を’、‘tl成LてAmerican　J（）urnal　of

Human　Genetics　に一公、kし，いF了：K’しノ）注ノ：‘㍑ピ引いた．

ほかにノUi加）指iill［llの奇形の遺伝1二ついての川究ノピ1川’た

つた．

　　：ii・た川中㌧11：己（1川1分伴性〕工1伝の川題にi｜1・［t味をイ…，’：．

・・）．川諭を修111した論股川．1；己雑‘，、、㌦「コ亡ノ、ミし仁．z・川’い’．

二．グ）川題に．．隊｜．・tる・1．了判を！・い．ゴ1一め∵、1いる．

　　たい当川究iV［け川川・・川［伝に関十るリ三際川題につL・’1

回パ川淡・1・”＞1・ける二と加い），乙の川1／川！、！ll川・｜川刷

名が引榎け．こいる．

　　　　　　　　　細胞遺伝部第1研究室（動物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一1「ilI　　　　イ’ttr・　．戸t；：）

　　、二　 tノ @）　「rJl　／7『ヒ ’ノ；　f　I　 @（｜〕L　’」’1：｝　ij『λ’｝Lj　

煤w @＿｜二＾　 i｜　ij　 Li　lj　 ’＿　｜r FJ－　

堰| @、、’ P　〕　 f　　／’　 一　 ／　 －　

C
）　、｝　w

C’�@

‖i｛イ；1！28fi：8　月　・11ご（11．ノ1・貢1、二11］i」II斤」三1，）∵’；・’lc／い（Ji』i’「L　’：：lll∴

ね／∴’；i”の後拓ll：川か’男胤1：き’川在∴い／一る．

　　｜｜）1ノ《じ’！；：－Ci1111，｛｝Trえ；・／～｝（ノ）夕1・〔ニイflし；tl｛6r：1｜t｛（．IL．ノ＼．lll！」・i’・・）ノXy、f｜jl’∫t：11し

川・’ ?�P◎1山，伽’．小川恕人C［1火川卜）、・．Jll・り1川

冗生とL．・『一ω1究に従1」｝L（：　L・る．

　　川在・バー1払：／rl院題川い次・り．1［1］り川㍉〃，）

　　1．　　兆‘i’「；・「ノ）来‖1）1・IJIt、｝f：自勺、1k．‘つミll－1－Xi．i∫∠こバ］’二1’1勺｛i月‘デlj：　〔ll：t　l　11，　イilらL，

　　　　小川）

　　　2．　　糸1川1包〃」・望／パ杉ll己’1勿Vi：c・）ゾヒ「［：Jlf二二　（！」・1日，　イ川［」〔，　t［1：日1）

　　3．　リカ「1勿／：女任［寸μ）61il月包jUレこ”∫：自勺／川ノブじ：　（イi）Lll：，　Lll：lil）

　　4・　　・｜ノ｜ロノ）～ノ・：ン’L三．仁・1つ、解と陥工f］×：　（r｜～lll，　イi）L：〔，　ノ」・川D

　　　5．　　’～イt三（1’1，f・1、・り5fi［Iljl’［・！．f［∵’1”二：　（［【illl，　ノj・llD

　　　オーソ・い・ヶ訓1i胞㍑’r岬iLく設川さil　i，1い：川織培

養㍑か㍑成’．i』るの1「二，二，川㍉川設／川メ川1いら細胸’〕：二川

州冗を」ぽ飛1［［ll｛1さ・1　」うヒ（・フ5　h中cある．

難

欝

　　　　　　　　　　　　節12図小左の実｝、1；6こhl了陽

　　　　　　　　　細胞遺伝部第2研究室（植物）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　 fl，「梶C　　　　　l　　l　　l　　　　　　　　　　　　　Iノ宴　 ）

　　／l！＜ir）　11〆ラ‘e’・1；’・ノ），講U題（1：　（1）’ドi、〃）1ノ〔ンi：、とフ＞fヒ，　　（2）糸11U｜包〔ノ1）y・し

・～IL’／／　lx幻↓↓｜元、Ulソ1：［∴r）ごi二’ド1・．iヨ／ll・i・li－1」，　　（3）．タ／．：コ1山1・1「［tl勿〃）糸1旧1包

遺伝学，（4）イネ利h｝Wl〔ハ核学的分〕∫〔，（5）Ji［・：本染色休数

の諸川題㌃正、る．

　　1）W・ノ）IUユ分／ヒ（11竹・1・〃1」］｜’1礼，人麻，』ペイバ，

ホウレン・ソウ，アノ、パ・ノカ“ゾ，インドノ、イバ等を川いて

いる．

　　2）　糸川ll（・1θい1㌔㍑，IZ’〃」・多り、1方ノ｛己ノL一ド・‘つ1；．・二」r’L『王、ミイ」’川圃～し11　’／1’1いソ）コS’IL

’Vh』巳，　F［「i　・ノぐ　（ノ　）イ」．｜　元；｛．iL’V｜．．？∫（．ノ）手li｜目Ilk”．r乏しノ）’1、「｝，三＄lll‖己1い二k－・」’］一イ・f／1月j

か「ら○、ーいろ．

　　：り　力㍉属川1炉・．細胞損／∫1学い1り売〃1ミ社川乏：；托に、1、

る・！iのて，竹中ヒリリ・ンノll・・Lト（り川当C、〔／・、る．財に

］41‘i’？／1・ノ），；而’ll’！t・ノピ7輻ノミLノ『．

　　4）　　イネ｛・［｛｜i’［’｛勿ゾ）｛ミ望”1”：1’liJり）・］ii㌦（1』角’｛i［Y・」ゾ）1日．’1’1．〔1，　∬叱（ニフU”y

4｛・｜、1ノピ｝t己．kL，判1’｜ノ1（ノ川hZ革L1［ろ’1（㍉：1．．㌃L・イ：ハ

　　5）　　」ll’イぐζギ〔f「1．f］・オi～〔〃），11MIIU是U‘；1＞／ノj’llいノ）・lil’［fi’C・・，　牛｝fi’」［］ω十グヒ

〃ピ．sv，，．　：　／l／川．1〃ル白一いる．現但川不，一・・．リ，ノソ

、川口・ノド／川／．　．：し｛ごい〃．

　　　　　　　　紬胞遺伝部第3研究室（細胞質）

　　　　　　　　　　　　　　　　　G⊥川　ソ〔：雄）

　　h川W川戊a’tF’／［・川．の微＄ll［｛ll／l　lll］i’つい『「．　Jl∵’1印帥タ，llll．及

　　’ J　’一　 @E　　l　　｛上1［i’〈　 ．辛l　 t」　　 1　　／　sj　　
｛｝Ill （　　＄｜　 ll i　 1　　 f　／　　 ／　　 ／（ ＿lrl｜，　’rii　　：　　 4　 ♪　　 ゾ　

／
L　 1　ミ

　　，『1川・・い川〔／’11化”γ：的川究4・行パーい〃．

　　2）　ノノイー1（ノ）1‘t／イノL　tt　l”．（1’．1い‖易1㌧‖莫（ノ）＊・li［li包ち：t・1‘］1・1．∫ノ』，

かあり，こ〕！につい‘二核’イ1ご侵すけイ・レゾピ1ヒ較川コ・川∫じ

Lにいる．

　　　　　　　　　生理遺伝部第1研究室（動物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、r、｝で1J　　　J　l：　　　　　　　　　1ら）

　　こθW究川r・”い1川、にη1・1川伝学・・ノ・川肌珊究・川功

／・川いだ．殊ir・川　現像1にけ」’1，1．・Lil’1i’1ノ・・用い，・’ント山ノ・

　　　1［巾，　・∫一｜・1／2f・irc，　・．1　、tウ　’．r“・t／：、I　l「11i，　レ11川∫r’膓Ll

肺ロノ川lllけ，／咀…パ’ノ誠い師ノ・の，i・解巴い「．

フ池い’．川1呪蜘ピ川！り・ノW’…川；r一見ら〕・仙1川1流

，11i実1r，川・1ぱ伝・Y・L・ll⊥学川Ill！1・｛、の”1’1る’i，・1）1：・・iz，・fl・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



．’ ?D∵二・叫ジ．・・に川常ピ．……シ勺，山，1りニへ○－v

シノ・川川1’1・」’－IS］川Jl　！⊥1’i：・ルU・川［1～jzζ：：川：る．、・1・・，1［

川殊に吊イ／パ．に．川1るr・・］じ川…ll．い1、・、・川家・．ルi．1・；・・保

もノ・：かいこ・川II・川．．㍑1．・川川’：．時二1㍑…・川・・成l／ワ臼

二　　　

＿LI

@　i：　 　　、　　　ん　 三　　 ソ　

s－

E、　j　　　 戊　

Lr

する．・い）・、」・、る．

　　　　　　　　生理遺伝部第2研究室（植物）

　　　　　　　　　　　　　　　　（同　彦　・）

　　イ＜川』ノブじ’・’；’ILI・［：）．：目Ll㍑「ぺ1’ll「1；日’＞2川’”・1’ti　’1：：日llピ｝勿）とtr・1’・『、：㍑；’づ1」」∬｝

L．i：・．i：・’：い：イ宇・．・・「ll．川旧粉’〔れ1地を川1ぱ’力し、u．ilL

から1・］ぱ上一∫し・る，よ．；伽㍉オビ．’：いろ．レ〕∴，仁い一川、

；・LいfW」・川》ll叩∫・1［・〆・．・、rll・摘：し∩、・、1・、〔1剛1・1：］・｜1川1覗：／．．11，，1．1

L「川つている［，弘∴・・川噺け．，イ稔刊ノ川川一．し・川｛

でこ・ノ・1：〕：…〈：ill、ll」恒⊥卿、訓究・ノ刈象と［・．・∵；一た．1、・・11C・iL戦

加・川1川291川1『始1帽丁，川学・院“・一批授とL．・捌、iち

L・．：いたパ怜’i　i”「川ンばの1姐・1∂川究に川川｛常に妬川c

l・喉御［をい・’1いる．従．・□ば・・訓晩・ノ戸・臼I」W［三

’㍑・☆☆湾‘『1‘淋続L．．二い・：・．鼎ll30－31∫1㌦冬季に・1、

ll加川究．連陥川：、・1・　），・、川川一1／部i．こ出張1．た．イネけ遣伝

r分析．㍑流分・二山り，’．≡り／ll珊・・叫・判軌：遺伝ll－’・的川

川ノ川・つ．．『：いイ元’今後は1三に生．上’川卯須・りイ！l団遺伝学｜FI勺

研ノ1ピを企て∵：いる．

　　　　　　　生化学遺伝部第1．研究室（動物）

　　　　　　　　　　　　　　　　（川日　1郎）

　　1）ノノ・イ．t，－hン・い’．－1…：．・．．，，．好1巨・・微・ぽ／にLLL　1・、

・レ：・．ノ・ノ・リジ『・・’・，州パ1．化・γ・1γ川究を行一バ・る．川在

詐制い諏’川ゾ緬・．ざパ1いるパ勾・生」・1町川一’i三

現1’獄ピ．三・・ノピ1餓に関」tEトる瞭∩・川灼1、につい．・」lnll仁

㍑る細ル・・得川い1いる．・名．和・坂川）

　　2）　Illl（〔「㌦1～（夕じ・’）」↓li／ノこと　’・しハ」貨∫／㌧llfL”了二1’1　〈J　｛rJi’∫ヒノピ1i・〉ノ．C
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　．v・にはll川／料｜二ぼゴ山る．こ叫川・㍑i1・，LL・｝一．．：こ
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第13図『i・ズ㍉・り飼rゴ

1

てあるばかり・：ゾー一肪川，山L已いう観∴1・；から川助

ノ・：意良を「い・’i，・bと思わ．パ：・．ヵイいり万ll㍑IJ’・川○・

u　　 ：ll，「・［ tど　 ・［　　」戸一　
11、「F @i　 ．　　一．　）　 u　 、　　　　．〆：　　　 ＿　二　　　［　ノ　）　　 ノ．戊　 l　l’：　i　　～　 ）　f　」1：　 ’f’］［：　

ノ《〃

承ノ「己　：　　」一　　　　 一：　　 L　　、　　　イて▲　

c川一川り
　　の相卜川川‘1ヒi．∵北性戊［多質の川ビ引1勺胴当川・・

・’．

｢る．（坂日）

　　　　　　　生化学遺伝部第2研究室（植物）

　　　　　　　　　　　　　　　　G⊥川　ソrノ：雄）

　　　1三1こ1　．『1．1　・1　ii　1［’t］　，1，　1；］IJ．．’1．li（ノ）2ノ．＼、”，i，1・11’｛助fi’i　itll・1こ．ノ・ン／卜・J／・ブニ

ン1川・㌦llll／パピIUI：・的」川先を続1・．．『1いる．

　　　　　　生化学遺伝部第3研究室（微生物）

　　　　　　　　　　　　　　　　G⊥川　ソr：雄）

　　紬lll／・’・イ・L・’・を！llい・孜・ノ）」’〕た，U伝・’」∫・的　‖％ノ、：t］’”）

‘．いイ，｝．

　　u・別．ウイ・レな・ノ韻㍍γ・脚・∫比Sατ鋤7砲ασ〃πr－

．〃～（7）～　1ハphageり・月lL・．『：」㍑、ffl　r－・ノ）U』「ミ，！1〃「W∫イ’il’一，∵V・イ：，令

　　2）　　ライソジエニ　t　ク・・ク　ノ・一リ．戸る’／ljL・．：，　・・’　rル　！、

；『ニ　ー11　イニ．・糸1111d｛P・1　・ll二多宝，〔・ノ、　t／1・・liV』Z乏．’）ぐ」「2－Z’〔tlゴ．『ノ＼f↓，［　4↓1－、／　）L　、　　’J自戊iつ’じ　1．

こいる．

　3）　　⊥ソ、1・㌦ハ｛r月：‘先iC二．L　り］’Jic川：1／Lノ支1二　革使EII：．2／」瓦i、’□Y，」1ノ・，．，1－一イ〕

遺伝∫一群に・．・し・．こ川先中．

　　　　　　　　　　　　応　用遺伝部

　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井寛’）

　　尾：月川伝1』’；川，日，1・川：h日；’．．密レ：況川！ll砕もつ一：い，：）

　1罫「1川‘’Sく・・．W・）llll而改「‘．［；「，・・い：　ll’｝『i－：　4fする1’11；．、二・：｛・、る．

実際によいll・郁をつくるには，・i’・　’1さ／□・ば「とノ珊ロ

ン川1・．㍑国〆・’⊂一川賜［rl　lりし・ろいろノ．rt’i．’日抽㍑1∵1．・，

らパヒげね日川’パい・そパ1『∵）い・〕場川け、…d／、1－．

：1’．：い・‘ ??Eノ職鹸場に．1；願し叩るz　llに［．．て，．私達／1吋

”lr一ているの1㌧　’汀．〔inしノ）力’法に関すろJi［．i脱的なUI，］題を研究

〔・たり，動柏物ノ）いろいろな有川形質・ハ遺伝をLら・・Lる

ことてある。

応川川伝1’1：1；（［，動物．と川1勿の両研．北・1｛∵．わ川，．・1い

る・動伽／晩：・；：．自．［，ニゾ・　1，J　ll叩心に川二，　z．揖卜．1・

二．．の他のr川∫た実川形質1ノ川究を行・t：いる，い．ヒニ1ノ

トリパ師に二つ．ソくきい川山1『．，　・f／川遺／パ了・的な方法

第14図シ「い「ノ ．一パ1－1．飼ぽ・；ミ
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　　で改良してゆくと，いずれ遭遇せねばならない行き詰り

　　があるだろう．その行き詰りをどのように打開するかと

　　いうことである．もう一・っの問題は育種［標にとつた2

　　つの形質の間に，好ましくない相関があるとき，どのよう

　　に育種n標に進んでいつたV，よいかということである．

　　将来こういう問題が解決された「1，ニワトリの育種は大

　　きい進歩をするだろうと思われる．

　　　植物の研究室では，いままで，遺伝的にちがつた個体

　　の間に起る競争の問題を中心にして仕事をしてきた．こ

　　の仕事は，更にいろいろの材料を使つて続けられようと

　　しているが，同時にまた，植物の…般的な集団遺伝学の

　　研究をも行つている．現在までぱオオムギやキソエノコ

　　　ロが使われてぎた．一．一プ」果菜類をっかっての量的形質の

　　遺伝研究も行われている．更にもう一一っ，舶物研究室の

　　大きいテ’一マは植物の育種法に関する刊！論の探究であ
（、
、　y，）る．研究室では，特にこの面については，農業試験場の

　　育種技術者達と連絡を保つてきたが，今後ますます広

　　く，手をとりあつてゆきたいと思つている．

　　　　　　　変異遺伝部第1研究室（動物）
　　　　　　　　　　　　（近藤　宗平）

　　　　最近発足した研究宝で現在の研究テーマの主なものぱ

　　　次の4項口である．

　　　　1）マウスのY線による突然変異誘発率の研究（菅原）

　　　Co60　Y線の少｛；1：長期照射による突然変異の誘発率を幼弱

　　　及び成熟マウスにっいて調べ，既知の1回照射の結果と

　　　比較し放射線の遺伝的障害の推定の資料とする．

　　　　2）所謂放射線防護剤の遺伝に対する効果（’i”；’IJi（）　主

　　　として生存率によって評価されている放射線障害防護斉ll

　　　が遺伝に対しては如何であるかを不姫率胎児数等を指標

　　　にして調べる．

　　　　3）放射線生物への作用機構についての研究（近藤）

　　　種々の動植物の放射線感受性，その放射線の種類，線質，

　　　時澗因子等から生物体の皮膜，更に，n分子に文」する作川

　　　までを対象として作川機構を研うヒする．

　　　4）研究手段としての放射線の生物学への応用（菅原）

　、菅原の前からのひきっづきの研究テーマとして筋肉のX◆｝

・ノ線廻折法による蛋白構造の研究の外，新しい応川につい

　　　ての研究を計画している．

　　　　　変異遺伝部第2研究室（植物）

　　　　　　　　　（イ公ホ寸　　清二）

　1）一粒コムギにおける放射線突然変異の研究（松村・

藤井）放射線遺伝学の基礎的研究は一ll、ll：コムギを用いて

行われ，　松村は主として硬軟種々のX線及びγ線照
射を行って，染色体異常の発生率と線質との関係を研究

し，藤井と共同して遺伝子突然変異と線量や線質との関

係を研究した一一方，藤井はX線による葉緑素突然変異

体の生理遺伝学的研究を行つている．

　2）放射線突然変異体の利用（松村・藤1卜）　種子繁殖

を行う作物としてはタバコ，トマト及びオオムギが，ま

た栄養繁殖を行う芽条変異の誘発の実験にはグラジオ
ラスやチ＝　・一リップなどが川いられた．二条オオムギ数

種についてX線の感受性や葉緑素その他の突然変1・5体の

発生率が比較され，利用形質を探求している．タバコで

第15図ワールフルグ・マノメータH－一による酵素の測定

はすでに早生，良質，耐病性などの価値ある突然変異体

をえている．

　3）各種ラジオ・アイソトープの植物の生育に及ぼす
影響（松村・近藤i・藤井）Co60，　P3L），　S35，1131等による

β線やY線がいろいろの種子の発芽や芽生の生長にどう

作用するかが研究される．これらを突然変異の起る機構

の基礎研究に役立てる．

　4）甜菜の三倍性育種（松村・その他）　木原生物学研

究所，京大遺伝学研究室，北大育種学研究室，北海道農

業試験場，日本甜菜製糖会社などと協力して，北海道の

甜菜育禰にF三倍体を利用している．すでに優良組合せを

えたが，当研究所では主として三倍性種子の実用生産に

ついての基礎研究を行つている．

出 版

　創立以来今口までに出版したものは，邦文及び英文の

年報で，その概要は次の如くである．

　　出版物の名称頁議出版の・・糊編舗

鱗き繍鵬罐！791・…1｜召禾・126年9刀竹中要

　　　　tt
第2号（‖召禾ll26笥三1変）

　　　　　
参肖3FJ－（‖召不1127　’u．1　｛度）

　　　　rr
第4号・（ll召不ll28｛f二度）

　　一　　〃

第5号（昭和29年度）

　　　　rr
fArfty6号（‖召禾I　I30年度）

921，0001昭和27年6月松村清二

1031，000昭和28年8刀ヵ雪井寛一

1301，000昭和29年5刀辻田光雄

1121，000昭和30年6月林孝三

1281，000昭和31年6月吉田俊秀

National　Institute　of

賃溜苫。ぽnk。．、531，…‖孫禾・26・・r期蹴卓

　　（1949－1950）

tt

（1951）

tt

（1952）

tt

（1953）

tl

（1954）

No．2
　　70　1，000　‖召不027生p10月

No．3
　　69　1，000　‖召禾028ig三10月

No．4
　　69　1，000　1昭不n29　｛1：8月

No．5
　　90　1，000　‖召ポ1130ζ1三9月

〃

〃

〃

〃

　かようにわれわれの出版はまだ貧弱であるが，将来は

適当の］三算を得て欧文の論文報告を刊行し，世界の学界

に寄与したいと考えている．／lLし，内外学会雑誌に発表

されたものは169に達する．
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図 書 室

施

　　ゴルトシュミット文庫

　　｝1斤目股ソ）イミ1川’ラ’じ1り1び））’1’｝ノ・ミソ）Jl’［《i．ノル1∵㌦1｝小川．・’三し　し・こと．　’：，

夕］ピ．夕i・・li・I　W「；liLlilしノ．）／ミ　ツ　ノノソーこ／　ノ；一　（1：／i＼　：　．1hl！i＞リミ、と’，　　ti1・kj’

ノトく’i）・1｛ノ∵参々／二・《，：L，〈ノ）i’．」［ll』1．v〈・／う／）／一・　・lr：：i〆・L　ご　J「’一ノ＼

つたゴルトシコミ、．ト・J．（庫ぱ＿』iJ・・，る不1度この渇をし・やL

°C　く　］し｝（し・る．

　　Prof．　Dr．　R．　B．　GoLDscHMIDTけBerlin－Dahlem

O）Kaiser　Wilhelm　Institute　fUr　Biologieのllll所長’1］

ll　ii・夕多く0）日λミノx　！’Y”’］fi　t　1．を］旨導：し，　」プ」斐ノ（日本に．　ri，）K利l

L，殊に1924－1926Uれ］〈人学1、llll師イ［三／「叩け各地の大J’〕∫：

に］．1いて”！遺伝学を5汎義L，　日本及び日本人に文］Lて深

い川解と親し、Zkとをイ」する人て，殊に日本ぴ）埴輪び）研究

にっいてぱ　ノ家を1↓ピし，こ〕けこついての｝1’tiiもあるほど

て方）る．〕旦fノこ”］f：K・として∫己｛ri　lllO）1．～：し・”｝f二者「ご’，　1：な／：）

f，胱。．に1二7J7nα7？．tTi（tの川碇，1）r・s・μ～’τZαのy順’r｛也

質遺伝∫’｝こ関す」《ノ研究等二あるカ’1，ての他動物遺伝”∫：の

（し；）　↓、　，　C　｝）　煮）　う〉　！i｜fr　i　二　」　　）　f一二　　i）　　，　　　　ゴ｜：　ノ’：　｛ll［　1痂　i　二　1～［lr‘」一一　∠：♪　　ii｛i’了　　；　lI』　．］）　～」：）　1．，　．

・［川遺伝学e，｝」’ku）k／J　，“V）．己」日11凸し7ヨ．日しし・｛il［’タピ育r〔．1或’ごil；・

る．1953fトイタリー一て・Uト1カ・オ｛たf〕’L’911川1・・ll｛祭』Jf／1「’1ニノくフミ

！粗6図了線照・ll・i実験室に．1’川＾る剛醐のり、側実験

10

・ニソし

1改

シ、一’一（．仁／／2／／ノミ父と　1－’・”：　1目）iii，しオニ．

　　⊥t（．［1936fl∵アメリカシこ↓召力、ネ｛Californiaノ＼”’141※］i・と

力：v♪／こ7ゲ：，　1948　f卜　4　月‖呂i70　　「『を」迎え二，　い1ノぐ’y：4でfノ；じf卜

1埋｝踏㍉1』∠）1・こ当り，　IIl友，　ク、1［L」，　IHi－1・”ピ（ノ）ち・し・11↑ミ」且∫パ㌦《二

｜～～　（ノ）　／　一　、、ノ戊，　　　夕％、C、二　％〈1：　タミL）dl：〔ノ）J㌧元力、〉ノ六．二　、1／｝リ〒」リV　「，し　rハ　〈ノ）　、111｜「るで　ノ＼

オ1・ご，二ζ・グ）、桟ノVゾ⊆n’：klll（ノ）言泉ll口るで・1・）㌧」；若さ才1，5ノノ川；イピ走逃二こ

る別刷と数ドi　M，ISのii／．行本とを送り越されたばかりでな

く，その後’｛．，りiさ’続．ぎ》1川iljやli］．行本を寄贈せられ，文庫

は｛1ジ、成長Lつつ～｛㍉る．この並・・なら劇’・↓〔⊥の．友情四l」茎

｜謝学こ‡甚♪之1’Stし・ところ一C’～A；りり，　膓｜亡rTt：ンξcる’史川り折戊i：E　a）プこ～ゾ）シこ

ント’燃ミ戊質Wll㌧｛□〃）Jl：川［・を建誓y奇唄曽さオ1オニr？ifi．］’iY，」り込）T／1）；：）o）如㌧i葉と

共に，わかわ2iのノ｝く久に己くれ得ないとこ7）で1らる．

国外寄贈図書，報告類

ill∫1記叉11’1〔エソ、外・（ノ）タト1ド1よ

、1　：1『．；りLtt’＞15）z．）．

イ1’－　　　　1斐　　1図ill：1雑1ht

　　　　　　　　　　　　　　　　　l

1949－1950

1951

1952

1953

1954

1955

国内審贈図書，

年　　　度　1

　　　　　　　　　　　‘

1949－1950

　　1951

　　　1952

　　　1953

　　　1954

　　　1955

Il

1

5

0

3

2

11

り〔ノプ為t　／lii、引ぷ（I　J　I：，　ILjl」月珊剖5委文（土～欠a）

85

47

51

60

62

305

報告類

1’二くIIlli

10

　6

43

　2

28

0

89

｛lll，1，L：

12

265

256

77

105

115

830

｛！1乏ili・

　3

82

27

18

19

149

撮告

37

100

176

273

647

588

1，821

購入図書点数及び雑誌種類数

1ド 度二

1949－1950

　　　1951

　　　1952

　　　1953

　　　1954

　　　1955

和　ill

　l62

　　36

　　164

　　43

　　18

　　63

486

～’r：　　・lll・

　　150

　241

　　74

　　61

　　57

　　60

643

㌧刈　　届‖

65

444

259

243

350

1，361

卜刈　　昴u

イII1

200

200

11

10

13

13

13

14

誌

Ii卜

114

154

578

337

324

433

1，940

ll’［’

59

371

475

352

780

903

2，940

洋

15

25

36

40

42
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第17図 ネズミ飼育室 汀＞181剰　「爪了一ソよしP｛’ll爪（ハよ川

句

●

1

t’ @、t，

　　　　　　　　　　　　　電子顕微鏡実験室

　電了一顕微鏡（電∫ニソ［CJ学研究所f製作III型），超遠心機

（Spinco　L型），ウルトラミク1．・トー一ム（Spencer／／－4～1］li

切月’川ミクロトーム），1．’【1空蒸イ「f装llLt’iその他が備三二っけら

オし生物休組織細胞，染色体の微細構造及びウイルスそ

の他の研究が進められている．

　　　　　　　　　　　　　　　X線実験室

　　ン｛ミ’kl5灸1イ：i・（r：．（、jl∬り！］吹各「lno）　X　彩iミ呑㌘ll（｛．q・j・＞C・，￥－Z）　3　／）c7）

発生装置（20KVP　10　mA，30－75　KVP　30　mA，80－200

KVP　3　mA　III；続照」］Dがすえつけら］（，コーニバ・．サル・

ド’一ジメーター（シーメソス∫こ社製），レントゲン・メ・．

タ’・　（東芝製），　；5旨タト拶艮ブ己「．［∵レ隻ii‘’‘i及1び：二ぞa）！1目ぱとゴ貝1］ンじ’レ㌧ii”i，

その他が設iit’1：さ川：こ・人為突然変Ill播発を川的と寸’る告

‡1∬亟力ifi　il勿（ノ）　X　 税i～，及こ）ご雲㌧夕｛、、1循乏∬（至1’；・1’，　〕γこびV・二’【㌧1勿f本（ノ）1勺S，IS

｛；IL“］’i逼□を7fWei’・｛’書一る7’二y）び）　X　系泉’ffl　l．’　tl　lゴ1↓㍑多4、Sti／y　’1イ」㌧｝，〕tイ）．

　　　　　　　　　　　　　　恒　　温　　室

　1幾隈j’ノ；こをはさんプご’6つのノJ・しト1カ㍉i！£；1』ら2i，　一ノレオソが

・ノ・f吏川による冷凍〉レ～置と電熱1暖房装lll’，1；との併川に．　J：り，

’；ic．‖！♪　O°，　5°，　10°，　15（〉，　20°，　25°C　 （ノ）・「1〔　iiii）1，　IJ　’／［イU’］1＼ざ

21，材’料の保イ∫：，発育の抑制娼，仁促進，高lll，1段け低／lld．・ノ）

形質発現に及ぼ一・3』影響の研究η二に大たるL’〔献をな1．．つつ

ある．

　　　　　　　　　　　　光学及び化学実験室

　　ここには光’1．IE色沢計，　p　Hメ’一タ・一（’ノrリッソ’ス会

社製），分光光度計，起微㍑天秤が備えつけら21．’，：い・：，．

1：とし〔ζ動イ泊尊勿a），遅よ仁こ「ヒfL”∫：v．二1剥㍉1一る研』ノグヒカ冒「才），1iイノ．

　　　　　　　　　　ショウジョウバエ飼育室

シコウジョウバエの飼育け，盛夏と冬期とに：1；いて特

a二け・｜ヅ1’（fi’ご’メ㍉イニ・ノパ，　／↑こリミ、1験ント：↓．［・｜’1〔トlnl∵｝㌧i｜1ノこ看㌘0苗：三～，　v⊂’‖『bこ　 ソ］．三

ソ），ll電～lln｝～ピW↓〉ノこ　と／パ．・で，￥一るび）〉ご’，　イこ糸充び）f呆行：，　フと　191’・’ノ三

験，突然変！11誘発’ノミ1鹸，集団遺伝実験等1’こぱ非常に便不IJ

になつた．

　　　　　　　　　　　　　　微生物実験室

　　ミクT．rマニ．，一ピ，・．レ…ター，紫タト線殺菌室，殺菌室

（乾熱，蒸気，低？itiil．竹），培養恒温り1｛その他が備♪ミニ付け

られ，最川ぶ足の進ルひし］．た細菌，糸状菌その他微生物

の遺伝学的川’究が行わ2・iている．

　　　　　　　　　　　　　　調　節　温　室

　｛幾1？dll月”狂㌘～1亡　550　ノノ1「」る！⊥ソ、ζ：1｜f｛和127　イドぽL｝二5⊥6没さ〕1

たもので．：iJ・、る．’「’l　il品，］亘～lll！｛IL．もt’，／、ん1’I　DI〔：壬件Z，：4、任、1：’ξ

に調節で，x’る怯置のドt’，t’，動川物か飼’rr栽培L，発育，

b～～：」、三，　，㍑土仕こ∫イ11月1イ己ユ見仁二1弘1－ll－’るノ1．〕’11！jUレご1二自勺fiJ　1’プヒるごイ〔う

（ノ）iこぞ之ノ：ン）｛「二し・イ、．　　ト　リ　・イ’ン　　Clロニく（日勺ド余H：lll・・’K　1‘「［［L　2　イr），

ド“ eゾン／ノ（ノt／，n－’／12　f克1｝］ぴ）？ti，，L．？iu！）（．V］「｜百力li）月fこ↑」，yミil：”i　5

トソ2☆），ハイ1㍉1サ・・ノ、q「動的ガ’砕ミ仁ノー－1☆）

：：・・りf1　V．〃）施II財：／lllll：：：・，ている．われわオ｛ぱこの侃室・フ）性1’il　’1

ノピ駆阯1て，イ」益なる1哨恒）出現する，’：．ソ・捌待す・1・．

　　　　　　　　　　　　　温　　　　　室

　　ll／｝く1与．’y’Ll：2ミk［i（ノ）川∵1’ユ：む二よ／）て：W；ら〕1六こ46か1ロノ）4」14勿コで，

現在は戦ぼ、硝∫・室にl／亘ぎないが，将料．畷｝ノ』1没備を人

加温室として／吏川したい希・望てある．タバ・t関係ソ）研

究材判を初こ・〃・とLて，各師の・材’料舶物の栽／「1・「↑に当てられ

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
イ、．）．

　　　　　　　　　　　　　　昆虫飼育室

　湯くユ／三ろ・紗2ミハ　ヒ　L　．1：llll㍉］・』，　甲］～｛vlユ・と｝1（へ：俗シ　：1｜「ノジ：ヨ　ウノ：．：．

f，・除：昆虫類のfl、棺並ぴに実／lt紛に供する．　l　t面積82坪

であるが一広・張か望1’日ビごL・る．
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ネズミ飼育室

　飼育舎の総建坪は88．8坪で，このうちハツカネズミ

（マウス）飼育室4，ネズミ（ラット）飼育室2，それ

ぞれの部屋の床面積は7．5坪ずつで，このほかに飼料，

敷藁貯蔵室，調理室，当直宝，実験室がある．特殊な設

備として飼育棚は金属製で，天井近くにとりつけた2本

のレールに各棚の車がのつて吊り下つている状態にし，

棚を押すことによつて自山に位置の変更ができる．かよ

うな飼育棚はどの部屋にも4台ずつある．飼育箱は金

属製で，マウス飼育室には各部屋に240／1柑ごつ，ラッ

ト飼育室には160個ずつ収容でさる．全飼育室の動物

収容頭数は10，000頭で，保持している系統はラッ1・7系

（近交系は3系），マウスの近交系は20系統，突然変

異系は約40系統ある．

飼盲室 飼盲室
　　　　　　　　一ﾀ5麹　調・瞳　蒙　　　　　　　　　室

飼料室

飼盲窒　　飼育宴 飼育窒　　飼育室

宿直室

翻盲係萎

田

第19図　ネズミ飼育実厭室／え面図

顕微鏡室及びオーソルックス顕微鏡

　オーソルックス顕微鏡は西ドイツエルソストライツ光

学ll場にて製造されたもので，昭和29年度叉部省董こ1学

研究費輸入機似購入費によつて購入し，昭和30年3刀

に当研究所へ到着した．

　この顕微鏡は大刑の鏡基（照明装慣，双眼llt眼兼備鏡

筒，接限鏡，コンデソサー，その他），位相差装置，螢

光装置，ウルトラパーク装置，偏光装置，暗視野装置，

写真撮影装置，加温冷却載物台，積分求積器などが具備

されている．このような完全なる備品をそなえたオーソ

ルックス顕微鏡は現在のところ，本邦には当研究所のも

のが唯一である．

　この顕微鏡を設置するために，一・階東側に顕微鏡弓《を

新設し，さらに暗室を設備して顕微鏡写真に便ならしめ

た．今棚は醐。ソクリート造り酬rしい醐継力／㍉

作られる予定である。

アイソトープ実験室

　ラジオ・アイソトープ実験室として鉄筋コンクリート，

一階44坪及び地下室18坪（T一線照射室）が咋年11

月より着一llされ，去る3月25日完成した．小さいなが

ら一’階には管理室，実験室，更衣室，オートグラフ室，

フード室，測定室，　貯蔵室，　動物飼育伽剖室及び柚物

室（ガラス室）など…通りのものが揃つている（平面図

参照）．また地下室はCoooによるY一線の連続照射を

　第20図　アイソトープ実験室
　　　　　　（ノt’：）1階平面図

　　　　　　（右）地陪Y而図（ガンマー線実験室）

A．僧理室　B．更衣室　C．オートグラフ室（陪室）

D．フード室　E．貯蔵宕　F．廃棄物処理室　G．人秤室
H．実脇宝　1．動物飼f剖Zl剖室　J．測定室　K．植物室
L．）IF　J．U，．物搬入ll　M．稀釈ll曹　N．ガソマー線照捌室

O．操作室
a．カリホルニヤ型フード　b．ヒューム型フード　c．実
験台　d・ながし　e．たな　f．貯蔵穴　9．水槽覗き窓
h・制御操作器　i．ホイスト　j．操作宝床面

12
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●．

烏

1

戸t’！．

動柏物に実施・1’ろ目的．：，放川即訓1ノドリ・1，．1：1　’1．lll’川V．

㍑川・さ．liた（1叱中照）．

　内部設備けt，）1費ヒ機川1・川：費に11、・・．川、1］殊の了一lll・il照

・i／・1装置，じ四肺測定2il・（・ン・ズ’／／・六社ll八Y一メー一ター．，

GMヵウンタ’2台，，パ・∵一…‘ニターそ（ハ他ラジ・い

アイソトー．・ノ・ノ）｛1月『’りヒ；’一’必・刀1カー・Lの）、～い打llL・こらオ1てL・る．Y一

線照111・1・室（レ三一の川‘luコ．もにわが1kl最《ノノの㍑』案で，　Co6〔｝

50curie　Zヒ人i　llilいり1しノ）　21n　∂）tl’liさく．二」；，；’ド，　　）Aく1自ii、二1［iL〔二

ll］「i勺シこ　1　日　300’x，　150？・，　50ノ・，　1γ・と奉泉吊：るノヵ㌧こ＿．こ照］

．川される．ヒ‘〕設川さ，れ／’二（図参照）．す・一・rlて」・｛部11・、」d’抄：f乍に」、

り，　藩｝と｝氏1貝ljソじる∫ぞド易ノ；・こしたこも（ノ）『ご・，　tff〈旧拶∬1；1∵1．’一：べ・ノ＼／、bフミ

然変Wの川究｝’二川待されるところが大きい．

実験圃場
番号別面積

播り・

1月・i・嗣1司

1川に〃

川：〃

実験圃場・その他

1日i在ll

　676．9　月《

1，713，8

1，762．4

戊〔　・番1甫1　3，162．2

｝「1〔’．〃

l！い〃

2，375．8

2，547．1

　　　脚Ilf川物

・般臼・物
　　　　　二

酬1譲1瓢

花　　jii『

・栂

作物
及ひ
蜘’lh

　　　　本館，

　　　　liiii．室，

　　　　　類

川11ば・，

虫飼fi’室’
飼育t－；ミ，

1凋節1，lll、’・、；’，

竃1∵）

堆肥

鳩舎，

　14（1，し1〃　　　2，543．4　　　　　　　 ，　　・‖1㍗1／r‡勿

　i’，i　（／｜：〃　　　2，373．3　　　　　　　　　　粒．｝

　i“ノミ〃　　　　　　540．0　　　　　　　　　　，　　’？　ヌー、’

　　　，it　　　　17，694．9

　主な研究用栽培植物

　・tムギ，．・∫1」　ソ．パ，川’ムド，1ベ

ネ，ナ勺　トウリソ・y・，ジニV’－1：1チソ，

A「バ， メーノンドリ1ンム，－戸り1，　！ノ1ノ，　クス1

（二倍性，：倍性，匹賠1／D，ゾ・

ヤビ，パソジー・，アサリオ，ゾノ仁ノ・カレハr，

．tノレヒクム，　トヲゾノ・カソチ”ブ．

　庭園及び道路

　　観賞川如小、闇師ヤマモ1二，シ「・v，ア　’

・L，　カ・ン，　ツバ1　（131何i），　ッッン“ぺ、争〔ノ）O：ノう、，

より川られたメクーヒ・・イヤぽ伽v・’こil「、溌な生

し，IU∴二5メ’・トIL・ノ）11’liさし二1仁L．⊂．1’：り，1’i’rl

品弧のコレクシ。ソノノ庭園（／・）・隅．こ川を競つ

た40品師にの川る一・V・一クつが路傍樹LI　L・，II

た・ノレニ，陽春ソ喉一リ”　t・ラ〔り名所とな〃日・に・lll

L・．

中ン（四（i

；　ビ，昆

不『べ1
　　宿1｜

fネ，　｜’カr

　　ナノーン／t，

　　　ご，　ノ、イカ

‘性），サトゥ

　　　タバコ，

4’干リ，シソジ

　　　　アメリカ

　　　㍍1：りを示

　／卜川：ヅリア

　　　ている魯た

　川え付けら▲1

　　　くけ、ある1ド

儂il／y　 21　　 1、κ｜　　　　　｛｜Ji　　　　　ノフ『巳　　　　　 イiき　　　　　 ノミ

諸 〈ユミ

　部長会議
　　ノぐγ（・激隠烈’川甲』’ろ．ぷ蔑1で，毎月第1戊k’　i，v：的3水

llfr1！　　l　l　　／ノF一　ンi三　　fク1」　：：　ミ　1　rjr（　　i　｜　　　1・二　　　t＿　　　，　　　　J　り「　　1　戊う　　・『ノ　）　　1　「1．　1／1，：　i　1㌔i　！～　［｛　C　．iT．　・　・」』・　一　　’・一　　　：：　　　二　　↓　）　）　，∫　ミ

議：「．かけて1拓ii‘9iさ．liる・

　　　　　i±　　ム　雑　fi心　云

　　ll・一．　L‘汐｛川iWI、，，ll：『．’□＼、＼川一而MP・‘1・・IL会一；・る・

盛夏川候を1；fil・く配吻層・周1［・吠曜川に17，1・1（・

　　Biological　Symposia　of　Misima

　　pV・1山て行う1・川当は・川：ll擦談等・∴性1凧・IJF‘』川・・汁

ノ：♪V）乃’ILI〔Ull　！’．一．｜』一ノ』．　；J‘・』iU｛∪）Sl）eal〈ing　　し：　hearing　　ソ’｝糾｛

習を11的ヒ日；ll⊥．1！」・川解．・　・3・

　　日本遺伝学会＝島談話会

　　1，月佗所wつ1：．’仙い∴日i’．㌦り川緒い，パノこ““　）j1川

卜曜日の午後1肋小る・

　　染色体学会＝島例会

　　1；Frl　Li　l」　 lE｝　｜　i｛1‘　　 ‘’・ @で1　：　　1　　

1
1　｜｜　f、「ノ・　　

L〆． @．　｛：　）　ノ：，　

　　若　　葉　　会

　　’1川’7’t：川職（1い1㍑∵，二ね：’．i“’1’］〃いノば以∵一組織［，

：ミ亡ldllt／・、ノ）W］ll・1『ノピ1、i・／1・ノ，”li自勺［：し，　～1∫fl：：fff火2111小ノ）し　ノ

リ．・・シ、，ンをll’・つ．：いる．」Wl三会1’1約］oo行．

　　　　　　　　　　　　　諸　規　定

　客　員　内　規

第1壬　こ・・）（il［究1斤に客IPd’tl‘くことができ’Z，．

flL’2〈た　’；’1↑：仁U　ll　il：辻仕こ”了二lr月デピi二．｝；1」□；；．’rt’．三L・小（ノ），二，　．二cl）｛i　li’プt

　所にll「；い．：研．ラ’ヒを陥・望する・i　｝の・り内bir，li）i’長弓・．二川を

　　1ぷ・る．

タ才∫3「壬　 ’iz：己1（［｝り〒－i三（ノ）1旨・1㍉二L　／ゴ『／・1i・ゾにllLλllじノにF・ゾ　ミし・

f・A’Y4含ミ　∵］：（t（㌧ロユでノ1”’；フニ自ll’グじんノノC・1－一／一㌔’㌧　二〔ノ）fl月’．O’E’ii斤ゾ㍉iγ

　　設備を使用』・i一る二．ヒ／ぼ＼’ろ．

フマ∫5壬　 当］’亡’t川ミニ〔／1）ii）1・”）’じ］リiぴ）1】rl’f…戊ゴ11㍑ノ㍗（y）t川1し．：ゾ1二しノ『’｛i月

　　究苦績相川，こ川㍍！をIIい：アぱ寸『るこt’か．ご11「る・／日．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
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し

第22図　鶏　検　定　舎

　し，その場合は貝の旨を記載しなければならない．

第6条客員が研究発表を1一るには，この／・1胱所a）業績

　報ll「、II：を川いることができる，

　特別研究生内規

第1条　この研究所に特別Ill　l究生をlrliくことができる，

第2条　特別研究生1」：，大学叉はEJJi：川学校において関係

　学科を修め叉はこれと同等以、仁の学力ある者にして所

　長か特別研究生として適当であると認めたものに限

　る．

第3条　特別研究η：として指導を受けようとする？1，の

　は，所長あてに左の書類を提川して許目∫を得なけオ日弍

　ならない．

　1．　願　川　別紙様式による

　2．　履歴1｜i：

　3．　相i］鷹斗犬

　　イ，大学叉は大学院に在学中のものは所属学長又は

　　　学部長の摺薦状．

　　ロ，大学及び］JJi：門学校卒業ノllにして未就職のもの

　　　は，最終学校の学長，学部長叉は学1・交長の推薦

　　　状．

　　ハ，甘庁，公私団体の委任によるものはその所属す

　　　る長の推薦状．

第4条　特別研’ラヒ生は所長の命にしたがおなければなら

　ない．

第5条　特別研究ノ1：の研究期間は1力年以内とする．

　但し1年以上研究を継続しようとするものは，所長の

　許ll∫を得て期間を延長することができる．

第6条特別研究生の研究に要する諸経費は原」｛1」として

　rl己負担とする．

第7条　官庁，公私団体から委任を受けて特別研究生と

　な〉♪た4）のにっいて↓よ，111∫条によらないこと2パ〉ごき

　る．
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第8条　特別研究ノ1三はあらかじめ指導教

　官の許・・∫を得“⊂この研究所の諭矧1を

　使川することができる．

第9条　特別研究生1工所長の許口∫を得て

　指導を受けた研究業績を発表すること

　ができる．但しその場合は，その旨を

　附記しなければならない．

節10条　特別研究’ヒが研究業績を発表す

　るときは，この研究所の業績報告階を

　JHいることがでぎる．

第11条　この内規の施行に要ナる細則は

　別に定める．

　研修生内規
節1条　この研究所に研／l参生を置くこと

　ができる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（第2条　｛rJ　l修生は新・（lilJ｜i’ii等学校父は川制iJil門学校を卒業

　した者及び新制大学在学中ソ）者，若しくはこれと同等

　以ヒの学力ありとぬめたもので所長が研修生として適

　当と認めたものに限る．

第3条　研修生を希望するものは所長に左の川類を提出

　して許可を得なけ才しばならない．

　1．願　書　別紙様式のもの

　2．履歴lll：

　3．卒業証明Tl：（但し新制大学在学中の4）のは所属学長

　　　父は学部長の依頼斗犬叉は在学証明，Ili）

第4条　研修生は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝

　学に関する学理と技術とを研修する．

第5条　研修生には原貝llとして給㌦・を支給しない．

第6条研修生の研修期間は1カη三以内とする．但し必

　要ある場合は許目∫を得て延期することができる．

第7条研修生が所定の研修を終rしたときは終r証明

　ill：を交付することができる．

節8条　研修生に成業の見込がないとき父は所長がその

　退所を必要と認めたときはこれに退所を命ずる．

　練習生内規
第1条　この研究所に練習生をll雅くことがでぎる．

第2条　練習生は旧制中等i学校，新制高等学校を卒業し

　Nはこれと同等以上の学力あるもので，遺伝学を研究

　しようとするものの内から所長が練習生として適当と

　認めたものに限る．

第3条　練習生を希望するものは所長に左のlil：類を提出

　して許n∫を得なけ才しを工ならなし・．

　1．願　書　別紙様式のもの

　2．履歴、目：

　3◆　己｝f：二毅，，k糸ゴいIIE［リj、ll：

第4条　練習生は所長の指示に随い，研究員の・ドで研究

　業務の補助に従k：し遺伝学に必要な学理と技術の指導

　を受ける．



句

　　第5条練習’ヒは原則として給り’・は支給し〉’ll：い．

　　第6条　練習川け随ll！l川究所外に於・：川究に必要な1ノト業

　　　bこ與三∬づ一ることカ∵Cべる．

　　第7条　練習生のω川参朋問は1力年とする・但し必‘要の

　　　ある場合ぱ延期することがてきる．

　　第8条　練習ノヒには1リ1定の朋間を終了したときは，必要

　　　に応じ研修1詞ヨリ］▲ll：を発行することができる・

　　第9条　研修期間中練習’kとして不適当な行為のあつた

　　　場合は退所イヒ命ずることがホる．

　　　　　　　秦野たばこ試験場三島分室

　　　ll本Lb：ノ己公社ばタバコ品種改良の基礎自勺側：究を」且f云学

　　釧：究け〒に委江三し，n召和25イド2月秦野たけミこ1言式険」易．｛島

　　分室（たばこ研究輻）を／illl究所内に設置し，タバコの肥培

　　伯；理等を担当し，併・世て研究を行つている．

A　　たばこ研究室人員

　　　分室†任　田中1E印i

　　　分宝　員今井歳二，川日富次，綾部富∬1…

　　　外人研究員　F．A．　LILIENFELD

　　　委託研究内容

　　課　題タバコ品師改良の」，kl一礎研究

　　研究担当者　木原　均

　　　研究分担

　　　1）優良形質の本質に関する研究（たばこ川：究Ji〈，酒月：

　　　　研究員）

　　　2）タバコ品種の生理’ヒ態に関する研究（六二ばこ研究

　　　　室）

　　　3）タバコ種「1］交雑に関・1一る研究（竹1｛！研究n・IJリエ

　　　　　ソフェルト及びIl「IMI：究員）

　　　4）人為突然変異種の育成に関する研究0公村研究員）

　　　5）ウイルスと遺伝に関する研究（i」二川｛り1：究員）

　　　6）タバコ汚染桑葉による蚕リ山い1｝£に関するli日うヒ（辻田

　　　　研究員）

常務理事　竹IIT要，1ラw川・

　事業概況

　Wl’「：”遺伝”編∬三ノ）たy）毎月1川レi｛京父川｛！l！∫C編集

会議を川く．脱／！1学に関／～る学il川1フレパヲー一ト配イ・1－，

遺伝学兎験1ルN｝1いい）改良，新ぢ案ハ製作，配付，幻燈

月1人ライドソ）；叫f午，則］付’，」旦㌧こ学：リミ］レ1りljノ」・重ノピ物ノ女び｛直物

の繁殖及びi‘［1［1付．

　　　　　財団法人全国種鶏遺伝研究会

　沿　　革

　鶏の品師を改］’しし，優良斤・なる∫’係をノllずる系統の

樹Nlt：を終局の｜［標とし，任意団体として昭和25イト9J」

ブ己フこ，】，lk左ご」う1］：，　lifj　27　fド41］i）J3、人ll呂日」’呑でfU＊二．

　ノハレ　　　　　ロコ

　仮　　　貝

　会長　イく原　均，副会艮

長），米野㌦⊥郎，高橋広治

｛こ別！・li：15　名，　lill」」：ili：2　名．

　H中義娩（種鶏1遺伝研究所

．常務理・」1：川中義麿，外

　施　　設
　jl【iん1三〔in£il；iイこ1｝｛東（36］・r），　卵i｝・　IJ　Nでr－e？Jtf．舎1十1as　（57．25　上～F），

コ　T・ニー一；／1　’i6丁東（18　J’・lz），　fil’El　｛東（21．25　J：V－）　Cに，　lt・，1，7二

遺伝学研究所に’拮附済な．電気卵？．IVIS機（1，500卵人）1，

で朗誰覆《（4r隻ノペノミタリー一）3．

研究担当者　田中義雁

応川遺伝部と関係を保ちつつ研先を進めている・

×

×

×

×

×

×

　　　財団法人遺伝学普及会

　沿　　　革

　昭和22年5Jj財卜fi法人遺伝学研究所の

設・㌧：を見たが，国立遺伝学研プe所の設、㌧1

せられるに及び，これを財団法人、遺伝学

普及会と改称し，もつばら遺伝学普及事

業を行うこととな／一）た．

役

会

理

監

員

長　木原　均

事　小熊　桿、駒井　卓，篠遠

　　喜人，竹1卜　要，松村清二

jl：田1い義麿，和川文～・、：，川川

　　彌輔 f］’∫23卜く1　タバコ「ハ刺：伯1

15
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主なる来訪者

∴vノゾ，しタ，コネ・、－IL」1務）iili　A．　WOLSKY

j・i．！i：｛：，　・｝，〈　“，i｛iJl博1：

ハ・た　ド人1’1：教授M．W．　YOUNG　l・川：

川i；i・　・・iii－！・e万日フこJII記／ミチヤン凪1：1：

1’ P」度i’”　i　Fi1／／．　ilYt．　kし1．PARTHASARATHY，A．B．

SARAN，　M．B．　VNARAslNG．XRA（）の31川1

川際．1：川1；而！1’勿P巨学：六にぢ二IJH　Lた．，　イコ、・・ILノく

’Y：教授　J．G．　KIRKwooD，　t－・ネノし大学

教］ノP．J．　FLORY，…　しA∴　〔力　L．　PRIGO－

GINNび）3　卜！川：

ム議㍑こノ㌧ミ部乏1日剣イ＼‘lcリノ、，　｝lr．イく［1’：川，　11i

l　｝　1　　ノ元　i∫ノ～　，　　　　r；’1］　l　l　i　ン～　vr　ζ　　1　　　∫’一　，　　　　＿L　、　　7ミ　1’11；　c：）、　／’　」　　，　　　　’な　 ri”「　　｜

ミ，夕い1」川nl万』［It　3行

ノ・’・・：’　1ノく’Y：教1受R．R．　GATES　l’・llr［i〃［、

所i，所1勺施。［1μぽ後，「ノ、日川の↑伯・巨に

v）い　：1（ハ品wi〔をll－）た

o1’1’：1政務↓ノこ”i’Y／［Ili1［り）1（：，　・「U’i］’］：jli％1欠〆1∵llll［1

．良リ］．1』

亡・L－、・のfネrl［lli学？〈－KfHN　MAUNGノ乏’1・

SAN　PE　l－1」Jk

l－～』』・’ P、1∫［在F．A．（．）．　Lli務局］『！（仙lllli」．，　R．A．

SILow仲i：及㍑．・’レ・／l1「・川山務］ユ1勤務・1“』

川日仰学：者　L．N．II．　LARTER　］〈：

タ川川rll　F．A．0．・1川％局日ilい川；l」1’」、］・1「

K．RAMIAH　i・L・i　1汲、’1・1］」U馴快　ネi’liピ；1［1

所」くDr．　N．　PARTHASARATIIY

F．A．（）．　（白li∫㌘　・i　1［a）2／”，目）ン［、11り，　，1勺50　行

人ミ川1ユlli卜子」…．

｜｜ノtこi5『iJ：fjlLl11‖9」11Jdl　l＿イrJll　－」｜「lk‘｝／～‘　jll　ll｛｛｝fLこ

．，1〈．20　行

日j吐f［川ンコllピ1’じ所」、D．P．　RAICHOUDIIURY

i’i．！i：1：，　コ・・　ヒ’州　　1［］央’titt糸1］ll□易」＼C．L．

VERMA代，アゾ1たム州、1・．　i．一ソ・㌃ri『、　il・、

」易」こ　S．C．1）AS　ik

1加りく臣イi橋1、1川r氏

台湾句∴’小ll㌧業1式馬5リリ

1；り＼j’－hi，lt卜ーの丁叩［，［L」’i’

ニ　ー・．一　二1’　ク，　　’一・

所仁油兼枳lll：／・）

の川：河〔イ・3］ン♪た

tぷド完1義」、．河jl批レ：

ltツ　’ノ　ノ：tT　｝－　1けト1

日　R．BRADFIEI」D　l

Jr．

『川」「、㍍11「終lll　：氏

t－ @’　　タリ㌦㌦／南川’｝’ll

’」リ川　，　けlll1、・：『つい　　1

．IL．

　’ノ」、11・　・」　・ソ1旦！ノゾ

　　i：，R．F．　CHANI）1、ER，

9　）125川

11　）127　［1

］2　1j　3日

　　　婁

☆湾省、1／台1いii，㌧W改［’り’1，W：「∴川1＼］）．1’1．Ll　l川支

1ト：

’｛、川1，1｛L㍑省’》・1臼川’｝’i：i］＼［lki川　（・・…　　　ノく学

1”〈　・1’．：、、川r．D．C．　WARRENか川l　l，」　iJ　i’内

｛i，ll”li’ m’1施1㌦・（1．［l　l㍗元　　　「』…ノ　トリ白「1和川川川（ノ）

荘川iil　1∴．・’八・－c」）llSi　i寅1行一t）／．

’11r㍉ヒv，」〈”］∫｝tx｛｜．ζF．　J．　RYAN　lill，1：（ノ

・し　ノ．’「　卜f｝喚’万1・’1；i，　叩：i・i’：ノご’］ftL［1・．．川11矧）

　　　ズ㌧に所／，　川内1け1∫ピWIJ：，1　V：川㍗後，

　　／胞㍍吟1：1）く：，自∫び白り1烈㍉㍑1ば」　に）

　　江ilを3］’『ベノた

　F．A．0（国際米穀委員）来訪

　　　（ll召‡ll　29　イ｛：　10　｝1　18　11）

．鞍嘉讐澱　・く欝

　　休ll・T川

）い　1の川

繰

［

第24図　　∴食，　・　ノ　接ll川1うけ小nl1｝［／

プ’∬2511＜1　　1酉日一一IIL「1：・ノ）！・f．1［（手f隻1‖｜li　Fi巨ノ）、，lil・C・1‖1　　左：［U［

f’1’Y26「《1　　ソl！；・川1’「川1ろ’1’il，」1”　｜　／’戊元　［lll｛



国、ン：遺伝学研究所　　建物配置図
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